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第３８回
校内長距離走大会

１２月１２日（金）第３８回校内長距離走大会を実施しました。前日まですっきりしない天候が続き、当日

も雨で実施が難しいのではと懸念されましたが、何とか回復し実施することができました。

午前９時５０分、小野副校長のピストルの合図で１３名の生徒たちが出発しました。昨年度からコースを変

更し、五木村内を周回したあと、頭地大橋を渡って元井谷橋まで行き、土会平を周る距離にして１０ｋｍのコ

ース。生徒たちは完走を目標に、普段の体育の授業で頑張ってきた成果を発揮しようと、沿道に来られた保護

者の応援の中、元気よく走り出しました。苦しい走りの中でお互いに声を掛け励まし合いながら、それぞれが

自分の目標タイムに向けてよく頑張っていました。保護者や地域の方々の御声援、御協力のおかげもあり、全

員無事に完走することができました。

また、大会終了後には保護者の方からの心のこもった温かい炊き出しをみんなでいただき、楽しい思い出も

作ることができました。寒い中にもかかわらず、街頭指導等に御協力いただいた保護者や地域の皆様、誠にあ

りがとうございました。

大会成績
○男子の部 ○女子の部

順位 氏 名 出身中 学年 タイム 順位 氏 名 出身中 学年 タイム

１ 岩本 侃祐 五木 ２ ４９分２１秒 １ 皐月 彩乃 相良 ３ ５５分２７秒

２ 福田 純平 湯前 ３ ５５分１２秒 ２ 堤 絵莉香 五木 ３ ５６分５０秒

３ 中村 幸平 人吉二 ３ ６９分３４秒 ３ 犬童 舞夕 人吉二 ３ ６９分３４秒

１２月１２日（金）の校内長距離走大会後の午後、総合的な学習の

時間を活用して、恒例の門松作りに取り組みました。門松は正月の飾

り物と思われていますが、歳神（正月に家々に迎え入れられる神、歳
としがみ

徳神）を迎える依代（歳神が宿る安息所、降臨する際の目標物）との
よりしろ

ことで、説明を受けた後に全員で作業に取り掛かりました。旧校舎の

時から十数年作り続けており、保護者が見守る中１時間程で完成しま

した。材料は保護者の協力で地元の松や梅を準備し、ナンテンや孟宗

竹は職員が用意しました。竹は万能ノコで鮮やかな切り口に仕上げる

など、歳神様も満足される（だろうと思う）程の出来映えとなりまし

た。

二学期皆勤者

１年 椎葉真里奈さん
２年 椎葉彩友美さん
３年 福田純平くん

平成２６年度熊本県「いじめ防止高校生会議」

１２月６日（土）熊本県庁にて「いじめ防止高校生会議」が実施さ

れました。県下の公立高校および特別支援学校７２校より、代表生徒

各２名の総勢１４４名が集い、いじめ防止についての協議が行われま

した。五木分校からは生徒会長の岩本侃祐くん（２年）、副会長の土屋

恵太くん（１年）が学校代表として参加しました。

最初に、玉名小学校戸田俊文校長先生の講話があり、次に御船高校

・東稜高校の実戦発表、その後６校ずつに分かれての班別協議を行い

ました。班別協議では各学校での取組や日頃の状況、今後の課題を出

し合い、生徒たち自身でいじめやトラブルを防ぐ方法を真剣に話し合

いました。協議したことを学校へ持ち帰り、五木分校での生活がさら

に良いものになるよう、生徒会も頑張ってくれると思います。

１月行事予定
５日（月） 仕事始め
７日（水） 職員会議
８日（木） 始業式、課題考査、大掃除、登校指導（～１３日）
９日（金） 月例集会
１３日（火） あいさつ運動（～１６日）
１４日（水） 百人一首大会（５･６限）
１６日（金） ３年生社会人セミナー（５･６限）
１８日（日） 五木村新春駅伝大会
１９日（月） 自転車点検・報告
２１日（水） ３年考査学習会（～２９日）
２８日（水） ３年学年末考査（～３０日）

人権啓発「標語」
今年度も五木村人権教育推進協議会及び教育委員会主催の人権啓発「標語」

の募集があり、五木分校では生徒、職員のほか保護者にも呼び掛けて応募し

ました。審査の結果、五木分校からは次の３作品が選ばれました。

【高校生の部】

◇特選 「支え合い みんなで築く 笑顔の輪」 （１年 足立 好）

◇入選 「助け合う 心の絆で つながる輪」 （２年 皐月 彩乃）

【一般の部】

◇入選 「皆なかま 心を照らす 丸い月」 （職員 永濵 秀明）
．．

他にも「五木（いつき）」を織り込んだ味わいのある作品もありました。

○「いつ来ても 心豊かに なれる村」
．．．

○「広げよう 良いつきあいと 五木愛」
．．．


